
七郷小学校の令和８年度が始まりました。今年度は、23名の新入生を迎え、

全校児童 149名でのスタートです。地域の教育力と学校の特色を生かしなが

ら、学校教育目標『進んで学習に励み、心豊かな たくましい児童の育成』の

実現を目指し、全教職員が協力して、すべての児童のよさと可能性を引き出す

活動の充実に努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

本校は明治６年に創設された矢作小学校を第一小学校、明治 20年に開設さ

れた中里尋常小学校を第二小学校とし、その両校を前身としています。明治 22

年に、矢作村・法師戸村・大崎村・大谷口村・小泉村・中里村・下出島村の７

カ村が合併して「七郷村」となったことで、第一小学校は「七郷尋常小学校」

と改称、明治 44年に第二小学校を併合し「七郷尋常高等小学校」となりまし

た。昭和 22年学制改革の折に七郷村立七郷小学校、昭和 30年岩井町立七郷小

学校などの改称を経て、平成 17年に坂東市立七郷小学校となり、今年で創立 1

37年目を迎える歴史と伝統のある学校です。 

 七郷の豊かな自然と隣接する「里山」や菅生沼などの環境に恵まれ、保護者

や地域の方々の温かなご協力に支えられています。徒歩圏内には茨城県自然博

物館ミュージアムパークがあり、開館以来 30年にわたり博学連携を続け、学

芸員やボランティアさんの支援をいただきながら、児童は生活科や総合的な学

習の時間の学びを深めています。また、コミュニティ・スクール（学校運営協

議会制度）として、地域と共にある開かれた学校づくりを推進しています。 

  

「なぜ」を解決し、「分かった」「できた」の 

笑顔が輝く学校を目指し、児童も教職員もともに 

成長する学校づくりに取り組みます。 

今年度も、地域そして保護者の皆様のご理解と 

ご協力をよろしくお願いします。                    

                                   

                坂東市立七郷小学校 校長 石塚 邦彦 


